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稲穂がたれ、もみも葉も貰

色にかわり、田んぼがいちめ

んこがね色の波になると、い

よいよ刈りいれの季節です。

早場米地帯では 8月下旬、

一般には10月に行なわれます。

刈り取りは稲刈り鎌で刈る

従来からのやり方のほか、最

近は人力または動力刈り取り

機も普及し、コンパインによ

る大規模な刈り取りも実用化

されています。

アメリカなどでは全てコン

パイン刈り取りですが、東南

アジアの一部やインドでは穂

だけを刈り取る方法が行なわ

れ、日本でもこの方法でした

が、奈良、平安時代のころか

ら根もとから刈る方法に変わ

ったと思われます。
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りおおむ
昭和33年 4月22日第三種郵便物語、可昭和45年10月20日 (2) 市政だより

第
回.L
J、
回

市
民
球
技
大
会

日
月
刊
日
(
体
育
の
日
)
晴
天

に
恵
ま
れ
市
営
球
場
に
お
い
て
開

会
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

体
育
功
労
者
な
ど
の
表
彰
の
あ
と

各
地
区
か
ら
選
ば
れ
た
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル

9
チ
!
ム
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

7
チ
1
ム
に
よ
り
熱
戦
が
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
(
地
区
予
選

日1 0 月1 0 

4

気

f
t
?

参
加
チ
l
ム
数
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
錦
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
臼
)

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ム
体
育
功
労
者

永
年
に
わ
た
り
体
育
振
興
に
寄

与
し
た
功
績
に
よ
り
。

松
尾
皐
月
(
陸
上
)

藤
川
実
ハ
鈴
団
地
区
社
会
体
育
振

興
会
)

立
花
助
春
(
剣
道
)

山
田
孝
治
(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
)

相
良
正
三
r

弓
道
)

ム
ス
ポ
ー
ツ
賞

園
芸
高
校
女
子
ク
ル

l

(
県
下
高

校
体
育
大
会
に
て

5
年
連
続
優
勝

そ
の
他
)

園
芸
高
校
男
子
ク
ル

l

(
全
九
州

高
校
体
育
大
会
で
優
勝
そ
の
他
)

り
中
島
泰
二
(
全
九
州
実
業
団
パ
ド

』
品式ム冨開ム玄大技球

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
壮
年
シ
ン

グ
ル
ス
準
優
勝
そ
の
他
)

大
村
女
子
ク
ラ
ブ
(
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
県
下
青
年
大
会
に
て
優
勝
そ
の

他
)

ム
優
良
団
体

大
村
市
立
病
院
(
永
年
に
わ
た
り

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
明
る
い
健
康
な

職
場
申
つ
く
り
に
努
力
)

ム
球
技
大
会
成
績

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
(
市
営
球

場〉優
勝
、
岩
松

2
位
、
池
田
、

3
位
、
植
松
、

3
位
、
九
電
社
宅

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
(
大
村
小

学
校
)

優
勝
、
今
村
、

2
位
、
松
並
一

3
位
、
寸
福
寺
、

3
位
、
陰
平
下

労
働
力
の
調
査
に

豊
か
で
明
る
い
都
市
づ
く
り
の

一
つ
と
し
て
市
で
は
で
き
る
だ
け

公
害
の
な
い
企
業
誘
致
に
努
め
て

い
ま
す
。

最
近
の
労
働
力
の
不
足
は
ま
す
ま

す
き
び
し
く
な
っ
て
お
り
、
特
に

市
内
に
お
け
る
若
い
万
九
べ
は
県
外

.， 

ご
協
力
を

へ
就
職
す
る
人
が
多
く
、
こ
の
た

め
た
く
さ
ん
の
働
く
人
を
求
め
る

こ
と
は
た
い
へ
ん
む
づ
か
し
い
状

態
で
あ
り
、
中
高
年
令
層
の
雇
用

対
策
に
つ
い
て
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

た
び
市
で
は
企
業
を
誘
致
す
る
と

1，・

き
な
ど
の
資
料
に
す
る
た
め
、
労

働
力
の
調
査
を
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
.
次
に
該
当
さ
れ
る
人
は
調

査
票
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

V
市
内
の
十
五
才
か
ら
六
十
才
ま

で
の
人
で
、
市
内
に
工
場
が
進
出

し
た
と
き

の
働
き
た
い
人

@
現
在
県
外
に
就
職
し
て
い
る
家

族
を
呼
ん
で
働
か
せ
た
い
人

調
査
票
は
町
内
会
を
通
じ
て
配
付

し
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
人
は

一
人
一
枚
あ
て
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
一
世
帯
で
二
枚
以
上
必
要
な

と
き
は
、
近
所
の
い
ら
な
い
用
紙

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
.
提
出
は

町
総
代
へ
十
月
末
日
ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
.

十
一
月
の
妊
婦

及
び
乳
幼
児
検
診

実施月日|実施場所 |実施時間

11月6日れ萱瀬出張所川 9.30"'11.00

11月10日l鈴田出張所什 9.30-11.00

U月間同松出張 所i1iii=1i:11
11月16日i 原出張所 19.30-11.00 

111月17日ド福重出張所 I9.30-11.00 

1月初日|三浦幼稚園 11330-15.00 
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昭和45年10月20日昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

伝
染
病
を
媒
介
す
る

ゴ
キ
ブ
リ
を

退
治
し
ま
し
ょ
う
。

ゴ
キ
ブ
リ
の
習
性
と
駆
除

屋
内
に
侵
入
し
人
に
害
を
与
え

る
ゴ
キ
ブ
リ
は
四
種
類
程
度
で
、

寿
命
は
半
年
か
ら
長
く
て
三
年
く

ら
い
で
す
。
ゴ
キ
ブ
リ
は
次
の
よ

う
な
場
所
に
生
息
し
て
い
ま
す
.

ω台
所
、
ラ
ヅ
オ
、
テ
レ
ビ
の
裏

側
な
ど
の
暖
か
い
所
.

聞
物
陰
、
奥
ま
っ
た
人
目
の
届
か

な
い
所
。

ω調
理
場
な
ど
に
近
い
所
。

的
流
し
、
ス
チ
ー
ム
付
近
の
湿
度

の
高
い
所
。

切
か
ま
ど
の
下
、
た
き
ぎ
の
聞
な

ど
の
狭
い
所
。

昼
間
は
群
を
な
し
て
物
陰
に
潜
ん

で
い
る
こ
と
が
多
く
、
夜
の
七
時

か
ら
八
時
頃
盛
ん
に
活
動
し
夜
半

郵
便
貯
金
は
こ
ん
な
働
を

し
て
い
ま
す
。

り

郵
便
貯
金
と
し
て
集
ま
っ
た
お

金
は
、
私
た
ち
の
大
村
市
に
も
融

資
さ
れ
て
お
り
、
道
路
の
補
装
や

下
水
道
を
つ
く
っ
た
り
、
学
校
、

病
院
、
体
育
館
の
建
設
な
ど
に
使

お お む市政だより

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
郵
便
貯
金
は
み
ん
な

の
暮
し
を
よ
り
豊
か
に
便
利
に
す

る
た
め
に
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

。
十
月
は
簡
易
保
険
の
月
d

簡
易
保
険
は
国
民
の
経
済
生
活

の
安
定
と
福
祉
と
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
大
正
五
年
十

月
一
日
創
設
さ
れ
今
年
で
五
十
四

年
の
誕
生
を
迎
え
ま
し
た
.

(3) 

郵
政
省
で
は
こ
の
誕
生
月
の
↑
月

を
「
簡
易
保
険
の
月

」
と
し
て
「

新
契
約
募
集
増
強
運
動
」
を
目
下

展
開
し
て
お
り
ま
す
.

l令

ま
で
へ
や
や
物
陰
の
す
み
に
沿
っ

て
す
ば
し
つ
こ
く
動
き
続
け
ま
す

ゴ
キ
ブ
リ
は
雑
食
性
で
人
間
の
食

物
な
ら
何
で
も
食
べ

、
流
し
に
た

ま
っ
た
ゴ
ミ
、
ガ
ス
台
に
た
ま
っ

た
汁
や
油
な
ど
絶
好
の
食
物
で
す

こ
の
ほ
か
糞
便
や
か
く
た
ん
な
ど

の
汚
物
、
動
物
や
昆
虫
の
死
体
な

ど
も
食
べ
、
え
さ
が
な
け
れ
ば
共

食
い
も
し
ま
す
。
そ
し
て
汚
れ
た

あ
し
で
食
物
や
食
器
の
上
を
走
り

ま
わ
っ
た
り
脱
糞
す
る
の
で
、
消

化
器
系
の
伝
染
病
や
結
核
、
小
児

麻
庫
な
ど
の
病
原
体
を
運
ぶ
危
険

性
が
あ
り
ま
す
.

〔
駆
除
の
方
法
〕

O
環
境
的
駆
除

食
器
や
残
飯
な
ど
の
後
始
末
を

よ
く
し
、
え
さ
を
与
え
な
い
こ
と

と
ゴ
キ
ブ
リ
の
隠
れ
場
所
と
な
る

と
こ
ろ
を
な
く
す
こ
と
で
す
.

。
薬
剤
に
よ
る
駆
除

ゴ
キ
ブ
リ
の
通
路
に
殺
虫
力
の

強
い
し
か
も
残
効
性
の
あ
る
油
剤

か
乳
剤
(
原
液
か

2
1
4倍
稀
釈

液
)
を
筆
の
よ
う
な
も
の
で
帯
状

に
塗
布
す
る
か
、
簡
易
噴
霧
機
で

噴
き
つ
け
ま
す
。
又
、
ゴ
キ
ブ
リ

専
用
の
エ
ア
ゾ
l
ル
で
重
点
的
に

散
布
し
て
も
効
果
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん

あ
り
ま
す
@

新
し
い
図
書
が
は
い
り
ま
し
た

単
位
の
辞
典
(
丸
善
)
、
レ
タ
リ
ン

，
グ
字
典
(
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
三

基
礎
工
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
(
朝
意

書
庖
)
、
紋
章
大
集
成
(
金
園
社
)

冠
婚
葬
祭
入
門
ハ
塩
月
弥
栄
子
)
、

幼
稚
園
保
育
全
集
(
小
学
館
)
、

日
本
の
玩
具
(
社
会
思
想
社
)
、

日
本
の
古
典
芸
能
(
平
凡
社
)
、

望
書
の
世
界
(
講
談
社
)
、

ト
ラ
ト
ラ
ト
ラ
ハ
プ
ラ
ン
ゲ
て

近
代
経
済
学
講
座
(
有
斐
閣
)
、

父
と
子
の
対
話
(
古
木
俊
雄
三

日
本
の
文
壇
史
(
伊
藤
整
可

日
本
の
短
編
(
毎
日
新
聞
社
)
、

日
本
軍
艦
写
真
集
(
光
人
社
)
、

日
本
海
軍
航
空
隊
(
講
談
社
)
、

日
本
万
国
博
写
真
集
朝
日
新
聞

社
可
心
(
高
田
好
胤
)、

文
章
構
成
法
(至
文
堂
〉
、

会
社
法
概
論
(
松
田
二
郎
)
、

幼
児
心
理
学
(
山
下
俊
郎
)
、

相
談
心
理
学
(
沢
田
慶
輔
)
、

お
り
お
り
の
心
(
岡
部
伊
都
子
)
、

花
は
く
れ
な
い
(
佐
藤
愛
子
)
、

ア
カ
シ
ヤ
の
大
連
(
清
岡
卓
行
)
、

そ
の
他
、
大
村
史
談
会
員
の
一
篤

志
家
か
ら
図
書
「
論
語
新
釈
」
「

易
」
「
古
代
日
本
精
神
文
化
の
研

究
」
他
の
必
点
の
ご
寄
贈
を
受い
り

ま
し
た
.

J、

/司

行
政
書
士
採
用
試
験

受
験
資
格

m学
校
教
育
法
に
よ

.。高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
そ
の

他
同
法
第
五
十
六
条
第
一
項
(
大

学
入
学
資
格
)
に
規
定
す
る
者

問
公
務
員
と
し
て
行
政
事
務
を
通

算
三
年
以
上
担
当
し
た
者

ω知
事
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

前
号
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
能

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
者

欠
格
事
項

ω未
成
年
者

間
禁
治
産
者
ま
た
は
準
禁
治
産
者

ω禁
鋼
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た

者
で
そ
の
執
行
を
終
り
ま
た
は
執

行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て

か
ら
二
年
以
上
を
経
過
し
な
い
者

的
公
務
員
で
懲
戒
免
職
処
分
を
受

け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を

経
過
し
な
い
者

日
時
及
び
場
所

昭
和
四
十
五
年
十
一
月
三
十
日

九
時
三
十
分
か
ら
十
五
時
三
十
分

場

所

長

崎
県
庁

県

北

開
発
振

興
局
、
島
原
地
域
開
発
振
興
局

諌
早
大
村
地
方
開
発
振
興
局
、
五

島
支
庁
、
壱
岐
支
庁
、
対
馬
支
庁

受
付
期
間

昭
和
四
十
五
年
十
月
二
日
か
ら
昭

和
四
十
五
年
十
一
月
十
四
日
ま
で

清
和
国
ヘ
寄
贈

ム
大
村
駅
通
り
田
島
吉
美
、
読

売
新
聞
(
七
月
中
)
三
百
部
ム
本

1 
町
二
丁
目
田
中
豊
、
読
売
新
聞

(

八
月
中
)
三
百
部
ム
水
主
町
堀
イ
'

チ
、
ま
ん
じ
ゅ
う
七
十
個
、
チ
リ

紙
六
し
め
ム
諏
訪
通
り
寺
坂
光
子

梨
十
キ
ロ
、
ぶ
ど
う
十
二
キ
ロ
ム

竹
松
駅
通
り
北
村
元
泰
、
タ
オ
ル

二
十
九
本
ム
諏
訪
町
森
昇
、
す
い

か
二
十
八
キ
ロ
ム
諏
訪
町
井
上
時

男
、
ぶ
ど
う
六
キ
ロ
ム
大
村
高
校

家
政
科
二
年
生
、
す
い
か
八
十
七

キ
ロ
、
サ
イ
ダ
ー
ニ
ダ
l
ス
ム
協

和
町
高
江
二
三
四
、
松
並
町
山
口

寿
二
万
円
。

市
役
所
で

菊
盆
栽
の
展
示

十
一
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
市
内

盆
栽
愛
好
会
と
市
の
共
催
に
よ
る

展
示
会
を
開
き
ま
す
@

盆
栽
に
限
ら
ず
菊
大
輪
も
展
示
し

ま
す
の
で
出
品
希
望
者
は
市
農
林

水
産
課
へ
今
月
二
十
五
日
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

十
一
月
実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

①
四
日
か
ら
七
日
ま
で

①
九
日
か
ら
十
四
日
ま
で

①
十
六
日
か
ら
二
十
日
ま
で

... ・v‘'・-肉
消
防
署
宮
小
路
出
張
所

F

電

話

八

O
-
七
番
目
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。
転
職
の
た
め
の

訓
練
生
を
募
集
d

県
で
は
農
業
従
事
者
が
、
他
産

業
に
就
業
す
る
こ
と
を
容
易
に
す

る
た
め
四
十
六
年
一
月
か
ら
三
月

ま
で
溶
接
技
術
を
習
得
で
き
る
訓

練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
.

御
希
望
の
万
は
十
月
末
日
ま
で
に

大
村
市
農
業
委
員
会
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

人
員
l
六
十
人
(
県
全
体
)

資
格
1
日
本
海
事
協
会
N
K
O
F

級
、
及
び
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
修

了
証

訓
練
地
l
長
崎
、
島
原
、
北
松
、

福
江

訓
練
手
当
i
月
二
万
四
千
円
程
度

を
支
給
さ
れ
ま
す
.

な
お
年
令
は
制
限
あ
り
ま
せ
ん
。

市政だより

長
崎
県
観
光
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
募
集

長
崎
県
の
観
光
客
誘
致
宣
伝
の

た
め
、
あ
ら
ゆ
る
観
光
関
係
印
刷

物
に
使
用
で
き
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
と
し
て
、
長
崎
県
の
印
象
を

ひ
と
こ
と
で
表
現
し
広
く
一
般
に

親
し
め
る
も
の
。

マ
応
募
万
法
官
製
ハ
ガ
キ
一
枚

に
一
点
記
入
の
こ
と
。
官
製
ハ
ガ

キ
以
外
は
無
効
。
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
職
業
を
明
記
の
こ
と
。

マ
締
め
切
り
十
月
三
十
日

マ
送
り
先
長
崎
市
江
一
戸
町
二
ノ

十
三
長
崎
県
商
工
部
観
光
課
ま

た
は
長
崎
市
大
黒
町
三
ノ
一
長

崎
交
通
産
業
ピ
ル
二
階
長
崎
県
観

光
連
盟

マ
賞
当
選
一
点
(
二
万
円
)

入
選
二
点
(
各
五
千
円
)

昭
和
四
十
五
年
度

造
林
申
請
の
手
続

四
十
五
年
度
の
造
林
申
請
と
造

林
用
苗
木
の
申
し
込
み
は
早
め
に

申
請
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

十
一
月
五
日
松
原
地
区
、
午
前

九
時
か
ら
十
時
、
松
原
出
張
所

十
一
周
五
日
福
重
地
区
、
午
後

二
時
か
ら
三
時
、
福
重
出
張
所

十
一
月
六
日
三
浦
地
区
、
午
前

九
時
か
ら
十
時
、
三
浦
出
張
所

十
一
月
六
日
鈴
団
地
区
、
午
後

二
時
か
ら
三
時
.
鈴
田
出
張
所

十
一
月
六
日
西
大
村
地
区
、
竹

松
地
区
、
大
村
地
区
、
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
、
大
村
市
森
休
組

合
事
務
所

十
一
月
七
日
萱
瀬
地
区
、
午
前

九
時
か
ら
十
時
、
萱
瀬
出
張
所

申
請
手
続
に
必
要
な
事
項

①
、
造
林
予
定
地
の
字
、
地
番
、

②
、
造
林
予
定
地
の
面
積
(
実
面

積
三

@
、
造
林
用
苗
木
の
種
類
(
す
ぎ

ひ
の
き
、
ま
つ
の
別
)¥
本
数
。

④
、
苗
木
予
約
金
(
苗
木
一
本
に

つ
き
三
円
以
上
)

①
、
印
鑑
@

※
、
再
造
林
(
す
ぎ
、
ひ
の
き
の

伐
跡
造
林
)
に
つ
い
て
は
、
四
十

六
年
度
か
ら
補
助
金
が
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
四
十
五
年
度
の
再
造

林
の
申
請
手
続
は
必
ず
十
一
月
七

日
ま
で
に
し
て
く
だ
さ
い
.

自
衛
隊
創
立
二
十
周
年

記
念
式
典
と
観
閲
行
進

大
村
市
に
駐
と
ん
す
る
陸
自
大

村
部
隊
・
竹
松
部
隊
・
海
自
大
村

航
空
隊
の
三
部
隊
で
は
、
自
衛
隊

創
立
二
十
周
年
記
念
行
事
を
次
の

と
お
り
盛
大
に
行
な
い
ま
す
。

。
創
立
記
念
式
典

日
時
昭
和
四
十
五
年
十
月
二
十

五
日
(
日
)
午
前
九
時
か
ら

場
所
大
村
駐
と
ん
部
隊

参
加
部
隊
大
村
部
隊
・
竹
松
部

隊
・
大
村
航
空
隊

。
観
閲
行
進

日
時
昭
和
四
十
五
年
十
月
二
十

五
日
(
日
)
午
前
十
一
時
か
ら

行
進
経
路
大
村
公
園
出
発
↓
大

村
小
学
校
横
↓
つ
る
か
め
橋
↓
西

沢
ー
す
十
八
銀
行
↓
駅
前
通
り
↓
大

村
市
農
協
(
観
閲
台
)
4
本
堂
川

橋
J
大
村
部
隊

参
加
部
隊
創
立
記
念
式
典
参
加

部
隊
の
ほ
か
航
空
機
参
加

高
令
者
の
保
険
料
納
入
は

V
昭
和
三
十
六
年
四
月
発
足
時
明

治
三
十
九
午
四
月
二
日
よ
り
明
治

四
十
四
年
四
見
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ

た
方
の
保
険
料
納
入
は
昭
和
四
十

六
年
三
月
分
で
納
入
は
終
り
ま
す

た
だ
し
、
十
年
間
納
付
要
件
の
う

ち
保
険
料
を
未
納
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
、
保
険
料
の
免
除
さ
れ
て

い
る
期
間
の
人
は
減
額
さ
れ
た
年

金
額
で
支
給
さ
れ
ま
す
.

V
保
険
料
の
未
納
ま
た
は
免
除
さ

れ
た
人
は
昭
和
四
十
六
年
三
月
ま

で
保
険
料
を
納
入
し
て
満
額
の
年

金
給
付
を
受
け
る
よ
う
お
す
す
め

し
ま
す
。

調

理

師

試

験

試
験
期
日

昭
和
四
十
五
年
十
二
月
八
日

場
所
長
崎
市
、
“佐
世
保
市

試
験
科
自
衛
生
法
規
、
栄
養
学

公
衆
衛
生
学
、
食
品
学
、
食
品
衛

生
学
、
調
理
理
論

受
験
資
格
二
年
以
上
調
理
業
務

に
従
事
し
、
義
務
教
育
を
終
え
た

も
の
)
旧
国
民
学
校
初
等
科
修
了

" 
， 

者
は
五
年
以
上
)

提
出
期
限
昭
和
四
十
五
年
十
月

五
日

l
昭
和
四
十
五
年
十
月
二
十

七
日

提
出
書
類
受
験
願
書
、
履
歴
書

学
歴
証
明
書
、
写
真
(
手
札
型
二

枚
)
調
理
業
務
経
歴
証
明
書

試
験
手
数
料
受
験
料
千
円

証
明
手
数
料
三
十
円
程
度

く
わ
し
く
は
大
村
保
健
所
へ

県
立
久
原
養
護
学
校

ハ
仮
称
》
入
学
者
募
集

所
在
地
大
村
市
久
原
郷
一
四
九

二
番
地
(
国
立
大
村
病
院
南
側
)

募
集
人
員
小
学
部
・
中
学
部

合
計
七
十
二
名

応
募
資
格

O
昭
和
四
十
六
年
四
月

一
日
に
満
六
才
に
達
す
る
も
の
か

ら
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
に
満

十
五
才
未
満
の
も
の
ま
で

。
知
能
遅
れ
の
程
度
が
軽
度
(
一

Q
五
十
l
七
十
)
及
び
中
度
(
一

Q
三
十
五

1
四
十
九
)
の
も
の

O
次
の
方
は
入
学
で
き
ま
せ
ん

.
伝
染
病
の
あ
る
も
の

・
集
団
生
活
が
で
き
な
い
も
の

-
身
辺
生
活
の
処
理
が
ま
っ
た
く

で
き
な
い
も
の

-
そ
の
他
学
校
教
育
に
支
障
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
も
の

応
募
手
続
(
相
談
は
次
の
所
へ
)

O
現
に
在
籍
す
る
小
・
中
学
校

f.¥ 

。
各
市
町
村
の
教
育
委
員
会

。
も
よ
り
の
教
育
事
務
所

。
中
央
児
童
相
談
所
ま
た
は
佐
世

保
児
童
相
談
所

。
県
教
育
委
員
会

申
込
書
類
は
小
・
中
学
校
及
び

市
町
村
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す

申
込
期
間
及
び
提
出
先

昭
和
四
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま

で
に
市
町
村
教
育
委
員
会
へ

農
業
臨
時
雇
賃
金

農
業
委
員
会
で
は
本
年
の
み
か

ん
収
穫
、
稲
刈
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
決
め
ま
し
た
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

一
日
当
り
食
事
ぬ
き

み
か
ん
収
穫
、
稲
刈

男
千
三
百
円
、
女
九
百
円

バ
イ
ン
ダ
ー
十
ア
ー
ル
当
り
ひ

も
付
三
千
五
百
円

平
坦
、
山
間
部
に
よ
っ
て
多
少
の

差
は
あ
り
ま
し
ょ
う
。

診
療
時
間
を
守
り

ま
し
ょ
う

大
村
市
医
師
会
で
は
各
診
療
所

ご
と
に
診
療
時
間
を
設
け
て
急
患

以
外
は
ヲ
}
の
時
間
の
み
診
療
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

か
か
り
つ
け
の
診
療
所
の
指
示
に

従
っ
て
こ
の
時
間
内
に
受
診
す
る

よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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